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鹿児島県立

鹿児島中央高校

進路意識向上

進路と学年が連携した
働き掛けにより
難関大へと意欲を高める

◎「自主・好学・敬愛」を校是の三綱
領とし、社会をたくましく生きる、自立し
た人間の育成を目指す。桜島一周遠
行、音楽部や合唱部による昼休みのコ
ンサートなど、ユニークな行事が多い。
本館は県立第一高等女学校の校舎とし
て使われた建物で、講堂と共に国の登
録有形文化財に指定されている。

国公立大は、千葉大、東京学芸大、横
浜国立大、九州大、熊本大、鹿児島大
などに２２０人が合格。私立大は、慶應義
塾大、立教大、早稲田大、立命館大、
同志社大などに延べ１８３人が合格。

設立

形態

生徒数

1０年度入試合格実績（現浪計）

1963（昭和38）年

全日制／普通科／共学

１学年約320人

住所

電話

Web Site

〒892-0846
鹿児島県鹿児島市加治屋町10-1

099-226-1574

54
指導変革の

成果実践背景

◎生徒と保護者は地
元志向・安全志向が
強く、実力がありなが
ら難関大に挑戦しない
生徒が多かった

変革のステップ

◎難関大説明会など
で生徒の意欲を喚起
する一方、データの
共有や進路と学年の
連携により教師の意
識も高める

◎成績中・下位層か
ら難関大に挑戦する
生徒が現れた。教師
に生徒の可能性を引
き出そうという意識が
高まる

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/
sh/chuo/

　
鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
中
央
高
校
は
、
例
年
、
国
公
立

大
に
２
０
０
人
以
上
が
合
格
す
る
、
県
を
代
表
す
る
進

学
校
の
一
つ
だ
。
好
調
な
進
学
実
績
を
維
持
し
て
い
る

が
、
教
師
た
ち
は
必
ず
し
も
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
か
つ
て
の
同
校
は
、
九
州
大
を
は
じ
め
旧
帝
大
レ
ベ

ル
の
大
学
に
、
毎
年
２
桁
を
超
え
る
合
格
者
を
出
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
８
０
年
代
頃
か
ら
難
関
大
合

格
者
は
徐
々
に
減
り
、
17
年
前
の
29
期
生
の
九
州
大
10

人
合
格
を
最
後
に
、
２
０
１
０
年
３
月
に
卒
業
し
た
45

期
生
ま
で
１
桁
と
い
う
状
況
が
続
い
た
。

　
背
景
に
は
、
生
徒
・
保
護
者
の
地
元
志
向
・
安
全
志

向
が
あ
っ
た
。
模
試
で
九
州
大
に
Ｂ
判
定
が
出
て
も
、

確
実
に
合
格
で
き
そ
う
な
鹿
児
島
大
を
受
験
す
る
と
い

う
よ
う
に
、難
関
大
に
挑
戦
で
き
る
力
が
あ
り
な
が
ら
、

高
い
目
標
を
持
と
う
と
し
な
い
生
徒
が
目
立
っ
た
。
そ

う
し
た
姿
勢
は
、10
年
度
入
試
の
合
格
実
績
に
お
い
て
、

鹿
児
島
大
１
２
３
人
に
対
し
、
九
州
大
５
人
と
い
う
数

字
に
も
表
れ
て
い
る
。
進
路
指
導
部
主
任
の
玉
利
博
文

先
生
は
、
そ
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
。

　「
高
校
入
試
に
お
け
る
本
校
の
生
徒
の
得
点
率
は

総
じ
て
７
〜
８
割
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
学
力
が
あ
れ

ば
九
州
大
の
合
格
者
は
２
桁
を
超
え
る
は
ず
な
の
で

す
が
、
多
く
の
生
徒
が
地
元
の
鹿
児
島
大
を
選
び
ま

す
。
保
護
者
は
『
我
が
子
を
手
元
に
置
い
て
お
き
た

い
』と
願
い
、生
徒
は『
中
央
高
校
な
ら
ば
鹿
児
島
大
』

高
い
進
路
目
標
を

持
た
な
い
生
徒
た
ち
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と
い
う
思
い
込
み
が
あ
る
よ
う
で
す
。
１
年
生
の
時

か
ら
高
い
目
標
を
意
識
さ
せ
、
難
関
大
に
挑
戦
す
る

意
欲
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
」

　
難
関
大
を
目
指
す
に
は
、
低
学
年
か
ら
意
欲
を
持
た

せ
、
目
標
に
向
け
て
学
ぶ
姿
勢
を
養
う
必
要
が
あ
る
。

改
革
は
08
年
に
入
学
し
た
46
期
生
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、
新
入
生
の
特
徴
を
入
学
前
に

把
握
す
る
こ
と
だ
。
同
校
の
教
師
が
２
人
１
組
で
生
徒

の
出
身
中
学
校
を
訪
問
し
、
中
学
時
代
の
担
任
か
ら
生

徒
の
長
所
や
伸
ば
し
て
ほ
し
い
点
な
ど
の
情
報
を
集
め

た
。
進
路
指
導
部
副
主
任
の
福
元
洋
介
先
生
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　「
中
学
校
の
先
生
か
ら
は
、
中
学
校
の
調
査
書
や

入
試
の
面
接
で
は
つ
か
み
き
れ
な
い
、
生
徒
の
生
の

情
報
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
生
徒
は
こ
れ
が
得
意

だ
か
ら
も
っ
と
伸
ば
し
て
ほ
し
い
、
こ
の
生
徒
に
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
か
ら
ク
ラ
ス
の
中
心
に
な

れ
る
だ
ろ
う
と
い
っ
た
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
も

分
か
り
、
最
初
か
ら
学
級
運
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」

　
成
績
上
位
層
の
把
握
に
も
力
を
入
れ
た
。
中
学
訪
問

で
得
た
情
報
と
１
年
生
４
月
に
行
っ
た
ス
タ
デ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
の
結
果
を
元
に
、
難
関
大
を
狙
え
そ
う
な
生
徒

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
。
１
年
生
７
月
に
は
「
難
関
大

説
明
会
」
を
開
催
。
希
望
者
を
対
象
と
し
た
が
、
事
前

申
請
の
な
か
っ
た
生
徒
に
も
、
担
任
が
個
別
に
声
を
掛

け
て
参
加
を
促
し
た
。
説
明
会
で
は
九
州
大
を
は
じ
め

と
す
る
難
関
大
の
魅
力
、
難
関
大
入
試
の
傾
向
や
対
策

に
つ
い
て
伝
え
、
意
識
付
け
を
図
っ
た
。

　
生
徒
の
意
識
が
難
関
大
に
向
か
う
よ
う
、
日
常
の
指

導
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。

学
年
集
会
で
は
、
折
に
触
れ
て
「
Ａ
大
で
こ
う
い
う
研

究
成
果
が
出
た
」「
Ｂ
教
授
の
業
績
が
世
界
で
評
価
さ

れ
た
」
と
話
し
、
難
関
大
の
魅
力
を
伝
え
続
け
た
。

　
２
年
生
以
降
の
模
試
で
は
、
志
望
校
の
欄
に
「
九
州

大
」
と
書
い
て
み
る
よ
う
促
し
た
。
３
学
年
主
任
の
池

平
和
博
先
生
は
そ
の
狙
い
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
生
徒
の
中
に
は
、『
九
州
大
は
自
分
と
関
係
の
な

い
大
学
』
と
思
い
込
ん
で
い
る
者
も
い
ま
す
。
九
州

大
の
名
前
を
書
き
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
身

近
に
感
じ
、
自
分
に
も
合
格
の
可
能
性
が
あ
る
大
学

だ
と
捉
え
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
難
関
大
へ
の
意
識
付
け
に
は
大
学
の
空
気
を
実
際
に

感
じ
る
こ
と
も
有
効
と
考
え
、
09
年
度
か
ら
は
２
年
生

の
希
望
者
を
募
っ
て
九
州
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ツ
ア
ー
を
開
催
。
事
前
に
学
部
・
学
科
研
究
（
九
州
大

の
教
授
を
招
い
て
の
模
擬
授
業
な
ど
）
を
行
い
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
期
待
感
も
高
め
て
い
る
。
ツ
ア

ー
は
九
州
大
の
文
系
・
理
系
、
及
び
熊
本
大
の
計
３
回

で
、
約
80
人
の
生
徒
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
は

別
に
、
全
学
年
の
保
護
者
を
対
象
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅

行
で
九
州
大
を
訪
問
し
た
。
地
元
志
向
の
強
い
保
護
者

の
意
識
改
革
も
試
み
た
の
だ
。

　
２
年
生
の
秋
に
は
、
修
学
旅
行
を
兼
ね
て
国
内
体
験

学
習
を
実
施
し
た
。
生
徒
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
京
都

大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
神
戸
外
国
語
大
の
い
ず
れ
か

を
見
学
す
る
。
こ
ち
ら
は
九
州
大
と
違
い
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
な
く
、
普
段
の
大
学
の
様
子
を
見
学

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
中
央
高
校

福
元
洋
介

　 F
u

k
u

m
o

to
 Y

o
su

k
e

教
職
歴
22
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。３
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
副
主
任
。「
苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
中
央
高
校

池
平
和
博

　 Ik
eh

ira K
azu

h
iro

教
職
歴
38
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。３
学
年
主
任
。

「
生
徒
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
」

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
中
央
高
校

玉
利
博
文

　 T
am

ari H
iro

fu
m

i

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指
導

部
主
任
。「
意
欲
は
能
力
を
凌
駕
す
る
」

「
九
州
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
・

ツ
ア
ー
」で
進
学
意
欲
を
高
め
る

＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです

中
学
校
か
ら
得
た
情
報
を
基
に

生
徒
把
握
と
意
識
付
け
を
行
う

上
位
層
の
頑
張
り
が

生
徒
の
意
欲
に
火
を
付
け
る
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鹿児島県立　鹿児島中央高校鹿児指導変革の

し
た
。
大
阪
大
、
神
戸
大
、
神
戸
外
国
語
大
で
は
、
大

学
の
厚
意
に
よ
り
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
特
別
講

義
が
実
施
さ
れ
、
実
験
施
設
な
ど
も
見
学
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
施
策
の
結
果
、
46
期
生
が
２
年
生
11
月
時

点
で
行
っ
た
進
路
希
望
調
査
で
は
、
九
州
大
を
志
望
す

る
生
徒
が
前
年
度
の
約
１
・５
倍
に
増
加
し
た
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
高
校
入
学
時
の
学
力
に
そ
れ

ほ
ど
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
と
大
差
が
な
い
と
感

じ
て
い
た
友
だ
ち
が
難
関
大
を
目
指
す
よ
う
に
な
る

こ
と
で
、
中
・
下
位
層
の
生
徒
も
『
自
分
に
も
出
来

る
か
も
し
れ
な
い
』『
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
か
ら

自
分
も
頑
張
ろ
う
』
と
思
う
よ
う
で
す
。
上
位
層
の

意
識
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
中
・
下
位
層
も
よ
り
高
い

目
標
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
福
元
先
生
）

　
生
徒
の
意
欲
を
刺
激
す
る
一
方
、
教
師
の
意
識
変
革

に
も
着
手
し
た
。
同
校
で
は
伝
統
的
に
、
課
外
の
内
容

等
の
進
路
指
導
部
関
連
の
行
事
も
、
最
終
的
に
学
年
団

で
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
教

師
個
人
の
努
力
で
取
り
組
み
が
終
わ
り
、
他
学
年
に
継

承
さ
れ
に
く
い
状
況
が
あ
っ
た
の
だ
。

　「
毎
年
安
定
し
た
実
績
を
出
す
た
め
に
は
、
学
校

と
し
て
の
統
一
的
な
指
導
方
針
や
３
年
間
を
見
通
し

た
進
路
指
導
体
系
が
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
校
の
場
合
は
学
年
主
導
の
傾
向
が
あ
り
、

学
年
ご
と
に
実
績
や
運
営
方
法
が
大
き
く
異
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」（
玉
利
先
生
）

　
ま
た
、
鹿
児
島
県
で
は
、
同
校
も
含
め
て
30
代
と
50

代
半
ば
以
上
の
教
師
が
多
く
、40
代
の
中
堅
が
少
な
い
。

若
手
教
師
に
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
が
継
承

さ
れ
に
く
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
組
織
と
し
て
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

進
路
指
導
部
と
学
年
団
と
の
連
携
を
強
化
し
よ
う
と
、

46
期
生
の
学
年
団
で
は
週
１
回
の
「
担
任
会
」
で
生
徒

の
情
報
を
共
有
し
、
取
り
組
み
に
対
す
る
目
線
合
わ
せ

を
行
っ
た
。
学
級
担
任
で
進
路
指
導
部
副
主
任
で
も
あ

る
福
元
先
生
が
、
進
路
代
表
と
し
て
進
路
指
導
部
の
意

向
を
学
年
団
に
伝
え
、
進
路
と
学
年
を
連
携
さ
せ
る
役

割
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、
進
路
指
導
部
主
任
の
玉
利

先
生
は
、
３
年
生
の
担
任
会
に
毎
回
出
席
し
、
他
学
年

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
情
報
を
伝

え
、
学
年
間
で
の
取
り
組
み
の
継
承
も
図
っ
た
。

　「
進
路
指
導
部
が
担
任
会
に
入
る
こ
と
で
、
話
し

合
い
の
幅
が
広
が
り
、
学
校
と
し
て
の
一
貫
性
が
保

た
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。学
年
団
に
と
っ
て
も
、

進
路
指
導
部
か
ら
枠
組
み
を
示
さ
れ
る
こ
と
で
共
通

理
解
が
図
ら
れ
、
安
心
し
て
指
導
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
池
平
先
生
）

　
更
に
、
進
路
指
導
部
と
学
年
団
の
連
携
を
深
め
る
た

め
、
進
路
指
導
部
主
任
を
除
く
企
画
の
メ
ン
バ
ー
に
、

各
学
年
、
及
び
５
教
科
の
教
師
が
入
る
よ
う
に
し
、
進

路
指
導
部
の
考
え
が
各
教
科
、
各
学
年
に
伝
わ
る
よ
う

配
慮
し
た
。

　
46
期
生
で
は
、
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
デ
ー
タ
共

有
も
重
視
し
た
。成
績
上
位
層
の
把
握
に
活
用
す
る
他
、

各
学
年
の
春
と
秋
に
実
施
す
る
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト

（
３
年
生
は
春
の
み
）
に
よ
り
、
基
礎
学
力
と
学
習
習

慣
定
着
の
度
合
い
を
学
年
・
教
科
・
進
路
で
共
有
し
て

い
る
。

　
２
年
生
以
降
は
、
模
試
で
生
徒
が
記
入
し
た
志
望
校

を
学
級
ご
と
に
一
覧
表
に
し
て
、
学
級
担
任
と
教
科
担

任
が
共
有
す
る
体
制
も
整
え
た
。

　「
こ
れ
ま
で
、
教
科
担
任
は
生
徒
の
大
ま
か
な
成

績
を
把
握
し
て
い
る
も
の
の
、
志
望
校
ま
で
は
確
認

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業
を
受
け
持
つ
教
師
が

生
徒
の
志
望
校
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
授
業
や
職
員

室
前
の
廊
下
学
習
（
写
真
）
な
ど
の
日
常
の
場
面
で

も
、
志
望
に
応
じ
た
効
果
的
な
発
問
や
声
掛
け
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
池
平
先
生
）

　
デ
ー
タ
共
有
の
一
環
と
し
て
、
数
学
科
で
は
46
期
生

か
ら
、
設
問
別
の
正
答
率
を
実
際
の
問
題
に
記
入
し
、

各
教
科
担
任
に
配
付
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
ど
の
問
題
、
ど
の
単
元
で
生
徒
が
つ
ま
ず
い

て
い
る
の
か
が
明
確
に
な
り
、
補
習
や
課
題
で
弱
点
を

補
強
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。次
の
学
年
を
教
え
る
際
、

同
じ
部
分
で
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
授
業
の
見
直
し
に
生

か
す
こ
と
も
出
来
る
。

　「
学
力
検
討
会
」
も
重
要
な
情
報
共
有
の
場
だ
。
同

担
任
会
を
通
し
て

進
路
と
学
年
団
が
連
携
を
図
る

学
級
担
任
と
教
科
担
任
が

生
徒
の
志
望
校
情
報
を
共
有
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校
で
は
定
期
考
査
の
他
、
模
試
や
校
内
実
力
テ
ス
ト
な

ど
毎
月
１
回
テ
ス
ト
が
あ
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、１
、

２
年
生
は
隔
月
、
３
年
生
は
毎
月
、
学
年
会
を
利
用
し

て
学
力
検
討
会
を
実
施
し
、
学
年
団
と
教
科
担
当
が
テ

ス
ト
結
果
を
共
有
し
た
り
、
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
り
し
て
い
る
。
各
教
科
が
実
力
テ
ス
ト
や
定
期
考
査

の
前
に
、
出
題
意
図
と
予
想
平
均
点
を
実
際
の
結
果
と

比
較
検
討
後
、
生
徒
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
部
分
に

つ
い
て
は
今
後
の
対
策
を
立
て
る
と
い
う
指
導
の
流
れ

を
構
築
し
た
。

　
担
任
と
進
路
指
導
部
、
学
年
団
と
教
科
担
当
と
い
う

よ
う
に
、
教
師
同
士
が
縦
横
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
生
徒
を
把
握
す
る
体
制
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
る
。

　
３
年
に
及
ぶ
改
革
は
、
同
校
に
多
く
の
変
化
を
も
た

ら
し
た
。
一
つ
は
、
改
革
の
最
大
の
目
的
で
あ
っ
た
、

難
関
大
受
験
に
対
す
る
生
徒
の
意
識
の
変
化
で
あ
る
。

　「
46
期
生
で
は
中
・
下
位
層
か
ら
難
関
大
を
志
望

す
る
生
徒
が
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
ま
で
に
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
九
州
大
が
遠
い
存
在
で
は
な
く
な

り
、
自
分
に
も
手
が
届
く
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る

生
徒
が
増
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
」（
玉
利
先
生
）

　
11
年
度
入
試
で
九
州
大
や
熊
本
大
を
志
望
し
た
生
徒

の
中
に
は
、
当
初
就
職
を
希
望
し
て
い
た
生
徒
も
い
た

と
い
う
。

　
た
だ
し
、
11
年
度
入
試
に
お
け
る
実
際
の
難
関
大
受

験
者
数
は
、
当
初
期
待
し
て
い
た
ほ
ど
は
伸
び
な
か
っ

た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
目
標
点
を
超
え
た
ら
九
州
大
に

挑
戦
す
る
と
言
っ
て
い
た
生
徒
が
、
目
標
に
達
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
鹿
児
島
大
に
出
願
し
た
例
も
あ
っ
た
。

　「
依
然
と
し
て
保
護
者
の
地
元
意
識
が
強
い
こ
と

が
要
因
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら
鹿

児
島
大
し
か
念
頭
に
な
い
保
護
者
も
、
面
談
で
そ
れ

を
公
言
す
る
方
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え

ず
九
州
大
を
目
指
し
て
頑
張
ら
せ
れ
ば
、
鹿
児
島
大

に
確
実
に
合
格
で
き
る
力
が
付
く
と
考
え
て
い
る
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
か
に
保
護
者
の
意
識
を
変

え
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
す
」

（
福
元
先
生
）

　
も
う
一
つ
の
成
果
は
、
教
師
の
意
識
の
変
化
だ
。

　
進
路
指
導
部
の
企
画
は
模
試
や
土
曜
補
習
な
ど
授
業

時
間
外
に
行
う
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
提
案
に
対

し
て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
教
師
が
前
向
き
に
協
力
し
て
い

る
。
部
活
動
の
大
会
と
模
試
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
部

の
顧
問
自
ら
、
事
前
に
進
路
指
導
部
に
相
談
を
持
ち
か

け
て
、
善
後
策
を
確
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
顧
問

に
よ
っ
て
は
、「
生
徒
は
大
会
に
連
れ
て
い
き
ま
す
が
、

別
の
日
に
私
が
監
督
し
て
模
試
を
受
け
さ
せ
ま
す
」
と

い
う
よ
う
に
自
ら
代
替
案
を
申
し
出
る
場
合
も
あ
る
と

い
う
。

　「
生
徒
に
高
い
目
標
を
持
た
せ
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
志
望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
何
を
す

べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
中
で
、
目
の
前

に
い
る
生
徒
を
育
て
る
の
は
自
分
自
身
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
よ
り
多
く
の
先
生
方
が
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
生
徒
に
は
大
き
な
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
高
校
生
活
の
過
ご
し
方
次
第
で
、

そ
の
可
能
性
は
広
が
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
狭
ま
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
の
力
を
信
じ
、
日
々
の
指

導
に
全
力
を
傾
け
る
こ
と
が
、生
徒
の
目
標
を
高
め
、

志
望
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
そ
の
こ
と
を
、
す
べ
て
の
先
生
方
が
意
識
す
る

こ
と
で
、
本
校
は
も
っ
と
発
展
し
て
い
く
と
確
信
し

て
い
ま
す
」（
池
平
先
生
）

中
・
下
位
層
か
ら
も

難
関
大
を
目
指
す
生
徒
が
現
れ
る

廊下学習の様子。朝７時半からと放課後、職員室前に並べられた机を使っ
て自習をする生徒も多い

生
徒
一
人
ひ
と
り
の

可
能
性
を
広
げ
る
指
導
を
模
索
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